
















Japanese Language Teacher Training Focused on an Ability of 
Objective Observation
             KIDO Mitsuko, KIMIMURA Chihiro
【Abstract】 In this paper, we report an overview of the teacher training in the 
Japanese language education course of the master's program, and note the 
importance of observing objectively class activities in the teaching practicum. Teacher 
training requires practice of both educational knowledge and skills.  If the trainee 
students objectively grasp lessons in various aspects, they can further improve their 
classes in the next lesson. In the practical training, we aimed to improve the content 
and teaching skills by using blogs, videos, meetings, and class rehearsals. Through 
this report, we suggest that teaching practice should be designed to encourage 
permanent teacher growth, and that the ability to observe objectively is important for 
autonomous learning as a teacher. 





















































1.	 実習期間：2015 年 10 月 2 日～ 2016 年 2 月 9 日 
	 授業名・日時・場所 :
	 「補講書く J850B 上級作文」金 4限 (13:45-15:00)　




















3.	 ミーティング（約 15 分）　　週 1 回、授業記録の検討。
	 　 　曜日　 　時　 　分
4.	 実習レポート
	 実習に関するレポートを作成する。2ページ。過去の実習報告集を参照すること。


















































３．実習生から見た平成 27 年度 (2015) 教育実習










授業期間 2015 年 10 月 2日 ～ 2016 年 2 月 5日 ( 週に 1コマ／全 15 回 )









































た。この要約指導は、まず授業内に要約を実施し (15 分間 )、次回の授業でその要約作文
のフィードバックを行うという性質上、実習が2週にわたる。したがって、教案も2週分（要


























































長戸・林 (2009) は平成 20 年度 (2008) の教育実習において、授業内容の再検討を行い、































































本稿は、1・2・4・5 章は実習指導教員の木戸、3 章の 2015 年度教育実習報告は2. 
教育実習生の君村が執筆した。
4 章の「補講 J953 上級作文」と 3 章の 2015 年度「補講 J850B 上級作文」は、3. 
どちらの授業も日本語能力試験 N1 級相当の学習者を対象としており、日本語レベ
ルもほぼ同じで、3000 ページ程度のレポート作成を目標としている。ただし、学
期の長さとレベル編成が異なっており、前者は 3 学期制、1 学期 10 週完結で週 1
回 75 分授業、9 レベル編成であるのに対し、後者は 2 学期制、1 学期 15 週完結
で週 1回 75 分授業、8レベル編成である。
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